
 

 

１ 学年 中学校 第１学年 

２ 単元名 アメリカの学校から 

３ 単元について 

(１) 単元観 

 本単元は，アメリカやオーストラリアの時刻や天候についての対話からはじ

まり,次いで，主人公のデミとその友達がアメリカのある中学校のホームページ

にアクセスして，学校生活についてＱ＆Ａを行うという内容である。インター

ネットによる海外の情報取得，特に外国の学校生活について知るという「情報

教育」「異文化理解」を扱う単元である。 【普遍的視点 異文化理解】 

 主な新出言語材料は What time…?, How’s the weather….? Who…? など使用
頻度の高い疑問文とその応答文である。これらの言語材料を正しく理解し，定

着させることにより，お互いのコミュニケーション能力を高めることができる。 

(２) 指導観 

 指導に当たっては「読む・聞く・話す・書く」の活動をバランスよく取り入

れるが，特にコミュニケーション活動において個人の学ぶ意欲とペアやグルー

プでの課題解決意欲を高めるよう指導する。既習事項を繰り返し練習すること

で基本を定着させるとともに，新出の疑問詞ではじまる疑問文について正しく

理解させ，場面や状況にあった適切な表現を自ら考えさせるような活動を行い，

考える力を育成したい。【普遍的視点 コミュニケーション能力】 

４ 単元の目標 

ア 様々な工夫をすることで，コミュニケーションを続けようとしている。（コ

ミュニケーションへの関心・意欲・態度） 

  【普遍的視点 コミュニケーション能力】 

 

イ What time...? Who…?などの疑問詞で始まる疑問文を使って，相手に尋ね
ることができる。（表現の能力） 

ウ 疑問詞を使って，話されたり書かれたりした文を理解し，必要な情報を得

ることができる。（理解の能力） 

エ 初歩的な英語の学習において取り扱われた文化について理解している。（言

語や文化についての知識・理解） 

  【普遍的視点 異文化理解】 

 

【学習指導要領の項目 （１）イ(イ)，ウ（ア），エ（イ）】 

 授業展開例（英語） 



 

５ 単元の評価規準 

 ア ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝﾍの

関心・意欲・

態度 

イ 表現の能力 ウ 理解の能力

エ 言語や文化に

ついての知識

・理解 

聞くこ

と 

  ①聞いた内容に

ついて正しく理

解することがで

きる。 

 

話すこ

と 

①学習した英語を

使って質問し

たり，答えたり

しようとして

いる。 

①Who などの疑問

詞を用いて相

手に尋ねるこ

とができる。 

 ①時間，天候，数，

長さなどを尋ねる

表現を理解してい

る。 

読むこ

と 

  ②英語で書かれ

た内容について

理解することが

できる。 

 

書くこ

と 

   ②疑問詞で始まる

疑問文の構造につ

いて理解している。

 



 

６ 指導計画（全６時間） 

評    価  

次 

 

学習内容 ア

関

心

イ

表

現

ウ

理

解

エ

知

識

 

評価規準 

 

評価方法

１ ・ What time….? /  
How’s the weather? の文
と応答の意味，用法を理解

する。 
 
・本文の内容理解，本文の音

読 
【普遍的視点 異文化理解】

 

  

 

 

 

 

◎

 ○ エ時間や天候を尋ね

る文の形，意味，用

法が理解できる。 
 
イ時間や天候につい

て尋ねたり，それに

答えたりすること

ができる。 

観察 
 

 

 

 

 

２ ・Who…？の文と応答の意味
と用法を理解する。 

 
 
・本文の内容理解，本文の音

読 
【普遍的視点 異文化理解】

 
 

   

 

 

 

○

◎ エWho…?の文と応答
文の形，意味，用法

が理解できる。 
 
ウ聞いたり読んだり

した内容について

正しく理解するこ

とができる。 

観察 
ノート 
 

 

 

３ 

 

４ 

・既習の疑問文と新出の疑問

文の形，意味，用法を理解

する。 
 
・本文の内容理解，本文の音

読 
【普遍的視点 異文化理解】

 

   

 

 

 

 

○

◎ エ How many…? 
How long..? 

 What do you…? の
疑問文の形，意味，

用法を理解できる。 
ウ聞いたり読んだり

した内容について

正しく理解するこ

とができる。 

観察 
ノート 
 

 

 

５ 

・Unit７の本文全体の音読 

・疑問詞で始まる疑問文とそ

の応答文を使って身近な事

柄について対話する。 

【普遍的視点 コミュニケ

ーション能力】 

○  

◎

  ア既習の表現を使っ

て積極的に言語活

動をしようとして

いる。 

イ既習の疑問詞で始

まる疑問文を使っ

て場面に応じた対

話をすることがで

きる。 

観察 

 

 

６ 

・単元のまとめをする   ○ ◎ エ本単元で学習した

文法事項を理解し

ている。 

ワ ー ク ブ

ック 

 



７ 本時の展開（第５次） 

(１) 本時の目標 

○疑問詞で始まる疑問文を使って場面に応じた対話をすることができる。 
○疑問詞を使った会話文を場面や状況にふさわしく読むことができる。 

(２) 観点別評価規準 

○コミュニケーションへの関心・意欲・態度 

 これまで学んだ表現を積極的に使って言語活動をしようとする。（ア②） 

◎表現の能力 

 疑問詞を使って場面に応じて相手に尋ねたり答えたりすることができる。（イ

①） 
○理解の能力 
 聞いたり，読んだりした内容について正しく理解することができる。(ウ②) 

(３) 準備物 

ピクチャーカード，単語カード，音読シート 

(４) 学習の展開 

 
 

学習活動 指導上の留意事項 評価規準 評価方法

導入 

 

復習 

１．あいさつをする 
 
２．単語テスト 

  単語カード読み 

○ 大きな声が出る

ように指示を工

夫する。 
 

 

 

・教科書の語彙を理

解している。 

 

 

小テスト 

 

 

 

展 

 

 

開 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３．前時に学習した

本文を読み，復

習する 

 
 
４．疑問詞を用いた

質問と答え方の

練習 
【普遍的視点 コミ

ュニケーション能力

】 
５．ワークシートへ

の記入。（疑問

詞を選んで文を

完成させる） 
 
 

○ 音読する。 
ＡＬＴの発音を

よく聞いて，繰り

返す。 
○質問カードと応

答カードを黒板

に示し，即答させ

る。 
 
○正しく書けてい

るか机間指導す

る。 

○ワークシートの

答え合わせをし

たあと，ＡＬＴの

発音を繰り返す。

○ ペアで音読す

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・疑問詞（what / how 

/what time / which 

/ how many / how 

long )を正しく使

い分け，書くこと

ができる。 

 

・疑問文を使って場

面に応じた対話を

することができ

る。 

 

 

活 動 の 観

察 

（ 座 席 表

評価） 

活 動 の 観

察 

 

ワ ー ク シ

ート 

 

 

 

 

 

活 動 の 観

察 



 

ま 

と 

め 

６．本時の学習を振

り返るとともに，次

の学習への見通しを

持たせる。 
・家庭学習の指示と

次の時間の予告 

○本時の活動のよ

かった点を，評価

する。 

 

  

 


